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ES細胞やiPS細胞をはじめとする「幹細胞」の理解が進むなか、その医療応用の
期待は日々高まっています。中内教授は、幹細胞の同定・性状解析・機能制御で
世界をリードする研究者として活躍しておられるばかりでなく、研究と行政の両
面で我が国の幹細胞研究とその医療応用を指導しておられます。
徳島大学医科学教育部では「発生・分化・再生医学特論」を開講しており、当該
関連分野を先導する研究者による特別講義を定期的に行っております。この度、
中内教授に来学いただく機会を得、「幹細胞から新しい医療」へと題して講演い
ただくことになりました。多数のご来聴をお待ちしております。
なお、本講義は大学院特別講義を兼ねます。
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